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インドネシア・バリで 10 月 11 日に開催された世界銀行（世銀）・国際通貨基金
（IMF）年次総会では、昨年から進められてきた「Human Capital Project」というプロ
ジェクトの一環として、新しく作成された「人的資本指数（human capital index: HCI）」
が公開された 1。HCI の対象国は世界 157 カ国という。これに関連して、1990 年に国
連開発計画（UNDP）が発表した人間開発（human development）という概念を想起し
た読者がいるのではないだろうか。UNDP は各国について、経済的な生活水準、教育
水準、保健水準の三分野を総合的に評価して、人間開発指数（human development index: 
HDI）を作成・公表している。 

































 HDI は、（1）経済的手段としての所得に着目した一人あたり GDP（購買力平価表
示）に加えて、（2）教育・知識の水準を示す就学率と識字率、（3）健康状態を示す平
均寿命という 3 つの指標の合成指標として定義される。2009 年までは、HDI はこれ
ら 3 指標の単純平均（平均寿命指標、教育指標、所得指標の和を 3 で割ったもの）で
定義されていた。そして HDI の 1/3 を占める教育指標については、そのなかでさら









 これに対して、今回公表された HCI はどのように定義されているのだろうか。世銀
が作成した The Human Capital Project（World Bank 2018a）および同行が YouTube で公
開している映像資料（World Bank 2018c）によると、HCI は、（a）生存、（b）教育・
知識、（c）健康・保健の 3 分野に基づいて計算される。その構成要素は、以下の 6 点
である。 
 
 子どもの生存率（child survival） 
 学校教育を受ける期間（school enrollment） 
 学びの質（quality of learning） 
 健康的な発育・成長（healthy growth） 
 5 歳児までの発育不全がないこと（children under 5 not stunned） 
 成人の生存（adult survival） 




得られた上記の（a）～（c）は、それぞれ 0 から 1 をとる値に基準化される。そして、
これらを乗じた HCI もまた 0 から 1 の値をとる。（a）～（c）それぞれの個別の定義



























に近ければ、これらを乗じた HCI もまた 1 に近い値を維持できるが、（a）から（c）





ず、成人生存率も 100%である。教育分野でいえば 18 歳までに国際学力試験の成果
によって計測・調整される質の高い完全な教育年数を達成した場合である。したがっ









る（World Bank 2018a, 2018c）。 





















り健康で、より豊かで、そしてより生産的になれる（If Countries Act Now, Children 
Born Today Could Be Healthier, Wealthier, More Productive）」と題した記事が個別国
バージョンで 10 月 11 日に発表されている。その中にそのフィリピン版（“If the 
Philippines Acts Now, Children Born Today Could Be Healthier, Wealthier, More 
Productive”）もあり、フィリピンに直接向けられたメッセージとなっている
（World Bank 2018b）。公表された HCI ランキング 3に基づくと、フィリピンの
HCI は 0.55 であり、潜在的な人的資本水準の 55%しか同国は発揮できていない。
その内訳は次の 4 点である。 
 
 5 歳児までの生存率は 0.97 ポイント（本来達成されるべき生存率の 97%に相当） 
 教育の質を調整した教育年数の期待値は 8.4 年（教育の質を加味しない教育年数
の期待値は 12.8 年） 
 成人生存率は 0.80 ポイント（本来達成されるべき生存率の 80%に相当） 
 発育指標（5 歳児まで人口に占める発達不全でない割合）は 0.67 ポイント（本来
達成されるべき発育指標の 67%に相当） 
 






成要素をみると、粗教育年数は 12.8 に対し、学力の質を加味した教育年数は 8.4
となっていて、国内の教育の質の低さが HCI の教育指標を 65%程度（＝8.4/12.8）






ーリック担当ディレクターは、フィリピンで 2013 年に法的地位を得た「K-12 プ
ログラム」をはじめとした同国の近年の政策内容を評価している。その政策内容と
は、（1）就学前教育の義務化、（2）後期中等教育の導入（それまで 4 年間だった中
等教育を 6 年間に拡充し 2 年制の senior high schools という高校を新規設置）とい
う K-12 プログラムの二大内容と、（3）基礎教育分野への予算配分の増加、（4）条
件付き現金支給政策（conditional cash transfer）の拡充（フィリピンでは Pantawid 





















































フィリピン財務省が 2018 年の教育分野に配分する金額は 6,724 億ペソであるが、
国連によれば、各国は少なくとも GDP 比 6%を教育費に割くようにという勧告ラ










































（脱稿日：2018 年 10 月 22 日） 










Intergenerational Patterns in Primary Education Attainment ”  （ International Journal of 
Educational Development, Vol. 46, 2016）、「フィリピン・ミンダナオ農村部における教育
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1 世界経済フォーラム（World Economic Forum）による同名称の人的資本指数とは異なる。 
2 一般的な単純平均から幾何平均に定義式を変更した点について、UNDP がウェブサイ
ト上で解説している。例えば 3 指標が比較的似通った値をとっているときの平均値と、







いる（カッコ内は HCI の値）。ランキングの全容は World Bank（2018a, Table 2）を参
照。なお、このランキング順位については若干の注意が必要なようである。例えば、今







                                                        
